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第１章   総説 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

１ 沿 革 

  川崎市動物愛護センター（以下年表、会議名等を除き「センター」という。）は、昭和 

 ４８年１１月施行の動物愛護を基本理念とした、「川崎市飼い犬等の飼養管理に関する条 

 例」の実践的な推進施設として、昭和４９年４月、川崎市飼い犬管理センター条例の制定 

 に伴い、それまでの川崎市畜犬管理事務所を川崎市飼い犬管理センターと改称し、新たに 

 発足しました。 

  センターは、本市の動物愛護行政において、犬、猫等の譲渡、収容動物の健康管理、動 

 物愛護思想の普及啓発の場として市民サービスを実施してきました。さらに、動物由来感 

 染症などの動物と人の間で懸念される公衆衛生上の調査研究の拠点となるよう事業を展開 

 してきました。 

  建設から４０年余りが経過し、施設の老朽化や狭あい化から、「動物愛護と適正な取扱 

 いに関する普及啓発の拠点施設」として期待される役割を十分に発揮できる状況ではなく 

 なってきたことから、平成２７年２月に「川崎市動物愛護センター整備基本計画」を定め、 

 本計画に基づき、設計等の整備を進め、平成３１年２月１２日、中原区上平間に移転開所 

 しました。 

 

 昭和２５年 ８月 「狂犬病予防法」制定 

 昭和２６年１１月  川崎市立犬抑留所開設 

 昭和３３年１２月 「神奈川県飼い犬取締り条例」施行 

 昭和４４年 ５月 「神奈川県飼い犬取締り条例」廃止、「神奈川県犬による危害防止条 

例」施行 

 昭和４６年１０月 「川崎市犬抑留所」を「川崎市畜犬管理事務所」と改称 

 昭和４８年１０月 「動物の保護及び管理に関する法律」制定 

 昭和４８年１１月 「川崎市飼い犬等の飼養管理に関する条例」（わんわん条例）を施行  

           し、動物愛護精神を基本理念とした新しい観点から、犬対策等の 

           転換を図る。 

 昭和４９年 ４月 「川崎市飼い犬管理センター条例」施行    

「川崎市畜犬管理事務所」を「川崎市飼い犬管理センター」と改称 

 昭和４９年 ９月 「川崎市飼い犬管理センター」完工式 

 昭和５５年 ７月 「川崎市動物管理センター条例」一部改正 

「川崎市飼い犬管理センター」を「川崎市動物管理センター」に改称 

 平成 ９年 ４月 「川崎市動物愛護センター条例」一部改正 

 平成 ９年 ４月 「川崎市動物管理センター」を「川崎市動物愛護センター」に改称 

 平成１２年 ４月 「川崎市飼い犬等の飼養管理に関する条例」廃止、 

「川崎市動物の愛護及び管理に関する条例」施行 

 平成１３年 ４月 「川崎市動物の愛護及び管理に関する条例」一部改正 

 平成１４年 ５月 「家庭動物等の飼養及び保管に関する基準」施行 

 平成１７年 ８月 「川崎市猫の適正飼養ガイドライン」策定 

 平成１８年 ６月 「動物の愛護及び管理に関する法律」の一部改正に伴い、「川崎市動 

           物の愛護及び管理に関する条例」一部改正 

 平成２０年 ４月 「鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律」に関する業務が移管 
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 平成２５年 ３月 「動物愛護センター懇談会報告書」とりまとめ 

 平成２５年 ９月 「動物の愛護及び管理に関する法律」の一部改正に伴い、「川崎市動 

           物の愛護及び管理に関する条例」、「川崎市動物愛護センター条 

           例」一部改正 

 平成２６年 ３月 「川崎市における動物行政の方向性と動物愛護センターのあり方」 

           策定 

 平成２６年 ５月 「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律」一部改正 

 平成２６年１０月 「川崎市動物愛護センター整備における基本方針」を策定 

 平成２７年 ２月 「川崎市動物愛護センター整備基本計画」を策定 

 平成３０年 ５月  移転後施設の愛称案の公募実施 

 平成３０年１０月  愛称が「ANIMAMALL かわさき」に決定 

 平成３０年１２月 「川崎市動物愛護センター条例」改正 

 平成３１年 ２月 「川崎市動物愛護センター ANIMAMALL かわさき」移転開所 

 令和 元年 ６月 「動物の愛護及び管理に関する法律」の一部改正に伴い、「川崎市動  

           物の愛護及び管理に関する条例」、「川崎市動物愛護センター条 

           例」一部改正 

 令和 ２年 ３月  新型コロナウイルス感染症の影響により、定例譲渡会の休止  

 令和 ２年 ７月  完全予約制、個別対応により譲渡相談を再開 

 令和 ３年１２月 「子猫飼養管理支援ボランティア実施要綱」制定 
 

２ 根拠法令・関係法令 

 

 (1) 根拠法令 

   狂犬病予防法（昭和２５年８月２６日 法律第２４７号） 

   狂犬病予防法施行令（昭和２８年８月３１日 政令第２３６号） 

   狂犬病予防法施行規則（昭和２５年９月２２日 省令第５２号） 

   川崎市狂犬病予防法施行細則（昭和２５年１１月１日 規則第３３号） 

   動物の愛護及び管理に関する法律（昭和４８年１０月１日 法律第１０５号） 

   動物の愛護及び管理に関する法律施行令（昭和５０年４月７日 政令第１０７号） 

   動物の愛護及び管理に関する法律施行規則（平成１８年１月２０日 省令第１号） 

   川崎市動物の愛護及び管理に関する条例（平成１２年３月２４日 条例第２１号） 

   （以下「市条例」という。） 

   川崎市動物の愛護及び管理に関する条例施行規則（平成１２年３月３１日  

   規則第４５号） 

   川崎市動物愛護センター条例（昭和４９年３月３０日 条例第１３号） 

   （以下「センター条例」という。） 

   川崎市動物愛護センター条例施行規則（昭和４９年４月１日 規則第４０号） 

   感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成１０年１０月２日 

   法律第１１４号） 

   鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律（平成１４年７月１２日  

   法律第８８号） 
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 (2) 関係法令 

   愛がん動物用飼料の安全性の確保に関する法律（平成２０年６月１８日  

   法律第８３号） 

   遺失物法（平成１８年６月１５日 法律第７３号） 

   家畜伝染病予防法（昭和２６年５月３１日 法律１６６号） 

   獣医師法（昭和２４年６月１日 法律第１８６号） 

   特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（平成１６年６月２日  

   法律第７８号） 

 

 (3) 告示・要綱等 

  ア 環境省関係 

    動物の愛護及び管理に関する施策を総合的に推進するための基本的な指針 

    家庭動物等の飼養及び保管に関する基準 

    展示動物の飼養及び保管に関する基準 

    犬及び猫の引取り並びに負傷動物等の収容に関する措置について 

    動物が自己の所有に係るものであることを明らかにするための措置について 

    特定飼養施設の構造及び規模に関する基準の細目 

    特定動物の飼養又は保管の方法の細目 

    実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準 

    動物の殺処分方法に関する指針 

    第一種動物取扱業者が遵守すべき動物の管理の方法等の細目 

    第二種動物取扱業者が遵守すべき動物の管理の方法等の細目 

 

  イ 川崎市関係 

    犬の登録申請及び狂犬病予防注射手数料等減免要綱 

    動物愛護管理に関する業務取扱要領 

    かわさき犬・猫愛護ボランティア設置要綱 

    川崎市動物愛護センター業務支援ボランティア審査要領 

    成犬飼養管理支援ボランティア実施要領 

    成猫飼養管理支援ボランティア実施要領 

    子猫飼養管理支援ボランティア実施要綱 

    譲渡会運営支援ボランティア実施要領 

    いのち・ＭＩＲＡＩ教室等支援ボランティア実施要領 

    啓発物作成ボランティア実施要領 

    植栽等清掃支援ボランティア実施要領 

    川崎市動物の譲渡実施要綱 

    動物の譲渡にかかるコーディネート推進事業要綱 

    電子標識機器（マイクロチップ）による所有者明示措置推進要綱 

    動物の引取り実施要領 

    動物の引渡し等に関する実費徴収要綱 

    動物の返還等に関する実費徴収要綱 
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    川崎市猫の適正飼養ガイドライン 

    川崎市地域猫活動支援要綱 

    川崎市地域猫の不妊手術実施要領 

    川崎市動物愛護関連事業への寄附に関する事務取扱要綱 

    川崎市ふるさと納税に関する事務取扱要綱 

    川崎市動物愛護センター市民活動コーナー設置運営要綱 

    狂犬病予防及び動物愛護関係事業広告掲載要領 

    川崎市動物愛護センター諸室ネーミングライツパートナー募集要項 

    災害時の動物救援活動に関する協定書 

    動物の診療等に係る技術的支援等に関する協定書 

    有害動物捕獲支援要綱 

    川崎市有害鳥獣捕獲のための捕獲許可事務取扱要領 

    川崎市鳥獣の飼養登録更新等許可事務取扱要領 

    川崎市傷病鳥獣保護のための捕獲許可事務取扱要領 

    川崎市学術研究のための捕獲許可事務取扱要領 
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３ 組織構成及び人員 

 

 (1) 組織構成 

    

 

  

 

 

 (2) 職員の配置状況 (令和３年４月１日付け) 

  

 

 

 

 

 

   

 (3) 業務委託契約 

  ア 川崎市動物愛護センター飼養管理等業務委託 

  イ 保護収容動物運搬等業務委託 

  ウ 有害鳥獣捕獲等業務委託 

  エ 動物愛護センター施設維持管理業務委託 

 

 

４ 管轄区域 

 

５ 施設の概要 

 (1) 所在地      川崎市中原区上平間１７００番地８ 

 (2) 敷地面積     ２,５００㎡ 

 (3) 建築構造     鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 ３階建て 

 (4) 建築面積     ８９５.９３㎡ 

 (5) 建築延べ面積   ２,３０８㎡ 

動物愛護センター 

総数 事務 獣医師 用務員
会計年度
任用職員

 総数       20        2       12        2        4

 所長        1        -        1        -        -

 業務係       13        -        8        1        4

 庶務担当        3        2        -        1        -

 企画担当        3        -        3        -        -

健康福祉局 保健所 動物愛護センター 業務係
庶務担当
企画担当
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 (6) 主な施設 

  ア 事務管理エリア 

事務室  ９２.８２㎡ 

  イ 動物エリア 

   (ｱ) １階 

検疫室 ８.９３㎡ 

シャンプー室 ９.０８㎡ 

野良猫手術室 ２１.６８㎡ 

感染症対策室（猫） １８.２４㎡ 

感染症対策室（犬） ３０.１３㎡ 

鑑定室 １９.６５㎡ 

検診室 ３０.４５㎡ 

NITTOKU適正飼育啓発室 ７４.１８㎡ 

   (ｲ) ２階 

収容室（犬）１～２０ １４４.５２㎡ 

譲渡適性判断室 ３５.５３㎡ 

飼料調整室（犬） ８.６０㎡ 

負傷動物収容室 １９.１１㎡ 

手術室 ２５.１４㎡ 

診察コーナー １０.５５㎡ 

レントゲン室 ６.９１㎡ 

検査室 １７.６３㎡ 

行動観察室（犬） １１.５８㎡ 

学習コーナー ６８.１８㎡ 

トリミング室 ９.３５㎡ 

   (ｳ) ３階  

飼料庫 ２２.７６㎡ 

飼料調整室（猫、その他動物） ８.６０㎡ 

子猫室１～５ ７０.６１㎡ 

負傷猫収容室 １３.８７㎡ 

動物舎（鳥類等） １４.７１㎡ 

動物舎（その他哺乳類） １２.８７㎡ 

譲渡猫室 ４４.０８㎡  

行動観察室（猫） １１.５９㎡ 

ペピイにゃんmeetsルーム ２１.８８㎡ 

市民協働室１・２ ４１.３８㎡ 

ヒルズ研修室 １３２.５３㎡ 

  ウ その他 

     災害用備蓄倉庫１～４ ６９.００㎡ 

     事務所用倉庫 １６.５４㎡ 

     トイレ（各階男女及び１階多目的） ７６.１６㎡ 

     授乳室                ３.５５㎡ 
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６ 建物配置図及び平面図 

 

 (1) 建物配置図 

 

 (2) 建物平面図  

ＪＲ鹿島田駅方面 

ＪＲ平間駅方面 ＪＲ南武線 

県
立
川
崎
工
科
高
校 
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７ 事業予算及び手数料 

 

 (1) 事業予算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 手数料及び諸収入（一部抜粋） 

①狂犬病予防業務手数料

犬の登録申請 1頭につき　　　　　　　　　　　　3，000円

狂犬病予防注射 1頭につき　　　　　　　　　　　　2，950円

狂犬病予防注射済票交付 1頭につき　　　　　　　　　　　 　　 550円

②管理手数料

引取り手数料生後91日以上 1頭につき　　　　　　　　　　　　4，000円

引取り手数料生後91日未満 1頭につき　　　　　　　　　　　　1，000円

動物取扱責任者研修受講手数料 1人につき　　　　　　 　　　　 　1，000円

③その他

返還手数料 1頭につき　　　　　　　　　　　　3，000円

飼養管理費 1日1頭につき　　　　　　　　　 1，000円

マイクロチップ挿入実費 1頭につき　　　　　　　　　　　　2，000円

令和３年度予算（千円）

科目 使用料 手数料 諸収入

歳入 538 3 2,578

県支出金 寄附金 合計

1,399 4,518

科目 運営事業費 飼養登録事業費 合計

歳出 107,678 344 108,022

令和２年度決算（千円）

科目 使用料 手数料 諸収入

歳入 538 219 1,016

県支出金 寄附金 合計

1,170 32,293 35,236

科目 運営事業費 飼養登録事業費 合計

歳出 100,830 342 101,172
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第２章   事業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

１ 動物の愛護及び適正飼養の普及啓発事業 

 

 (1) 動物愛護の普及 

   人と動物が共生する社会環境を目指すためには、市民が動物の習性を正しく理解する 

とともに、優しさを持って適正に飼養することが必要です。人と動物の調和のとれた共 

生社会の実現に向けて、学校、地域、家庭等において、普及啓発を実施しています。 

 

  ア いのち・MIRAI教室 (動物愛護教室) 

    小学校や中学校を対象に、命の大切さを学ぶことにより、動物愛護精神を高めるととも 

   に、動物との正しい接し方やその生態を理解することで、動物と共生できる社会づくりを 

   目指します。 

    いのち・MIRAI教室には、センター職員が小学校等を訪問し、動物の習性や気持ちの表し 

   方等について説明を行う訪問型教室と、児童がセンターに来所して、施設見学等を行う来 

   所型教室の２種類があります。教室の内容は、学年ごとに異なり、「動物の気持ち」や「動 

   物と人との関わり方」等をテーマとして、さまざま授業を行っています。 

    なお、平成２６年度からは、動物の福祉に配慮して、動物に触れないプロジェクトに変 

   更し、いのちの教育プログラムを本格実施しています。また、平成２７年度から「ひと・ 

   どうぶつMIRAIプロジェクト」を開始し、動物の気持ちになって考えることや、小さな命 

   を大切にするためにはどのようにすればよいかを話し合ってもらうことに重点を置いてい 

   ます。 

    令和３年度は、小学校等施設４９クラスで実施し、延べ１４５６名の参加がありました。 

 

   〇いのち・MIRAI教室（平成24年度から令和3年度まで） 

 

 

  

年度

施設
施設
数

回数 人員
施設
数

回数 人員
施設
数

回数 人員
施設
数

回数 人員
施設
数

回数 人員

保育園等    3    3     228    4    4     143    9   30     913    -    -       -    -    -       -

小学校   30   86   2,594   24   84   2,548    -    -       -    6   22     626    8   23     340

中学校    -    -       -    -    -       -    -    -       -    -    -       -    1    4     144

老人福祉施設    2    2      58    1    1      15    -    -       -    -    -       -    -    -       -

こども文化センター
わくわくプラザ

   9    9     280    2    2      54    -    -       -    -    -       -    1    1      78

総数   44  100   3,160   31   91   2,760    9   30     913    6   22     626   10   28     562

年度

施設
施設
数

回数 人員
施設
数

回数 人員
施設
数

回数 人員
施設
数

回数 人員
施設
数

回数 人員

小学校   11   37   1,111    9   26     775    9   37   1,107   17   53   1,618    6   25     763

中学校    -    -       -    1    1      31    1    1      30    2    6     203    1    1      27

その他    -    -       -    -    -       -    3    7      81    -    -       -    1    1      10

総数   11   37   1,111   11   28     844   15   47   1,339   21   61   1,852   30   49   1,456

28

29 30 令和元 2 3

   1

平成24 25 26 27

     31
こども文化センター

わくわくプラザ
   -    -       -    1   22   22     656     38    2    2     121    2    2
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  イ サマースクール 

    夏休み期間中の小学生を対象に、センターの業務や獣医師の仕事について勉強する 

   サマースクールを開催しています。主にセンター見学や動物収容の疑似体験等を通し 

   て、動物を飼うことの大変さや命の大切さを学んでもらうとともに、なぜセンターに 

   動物がいるのかということを知り、最期まで飼う責任について考えます。 

 

   (ｱ) 高学年向けプログラム「お仕事やってみよう！」 

     前半の部では、子猫の収容の流れを動画で学ぶなどの活動を通じて命を守る仕事につ 

    いて知り、適正飼養に関する知識を学びます。 

     後半の部では、動物愛護センターを見学し、犬舎内に入って、センターでの動物たち 

    の暮らしを疑似体験し、またマイクロチップリーダーを使用し収容動物の受け入れを体 

    験します。 

     令和３年度は、４回実施し、２６名が参加しました。 

 

   (ｲ) 低学年向けプログラム「いのちを学ぼう&バックヤードツアー」 

     前半の部では、センターに収容される動物の種類や収容される理由について学びます。 

    また、収容動物の写真や動画を見ながら動物の気持ちについて学びます。 

     後半の部では、センターの見学をしたり、譲渡対象の成猫のプロフィールを作成した 

    りして、動物の様子を観察し、動物にも個性があることを体感してもらいます。 

     令和３年度は、４回実施し、２２名が参加しました。 

 

  ウ いのちの教育に係る意見交換会 

    平成２７年度から動物を通じて子どもたちに命の大切さや他者への思いやり等を伝え、 

   想像力や共感力の醸成や豊かなこころを涵養する「いのちの教育」について、学識経験 

   者、ボランティア、庁内関係部署の職員で構成される意見交換会を設置しています。 

 

  エ 施設見学等 

    センターの役割や業務を正しく理解してもらうことや、より広く動物愛護の普及啓 

   発を図るため、広く一般に公開しています。 

 

   (ｱ) バックヤードツアー 

     普段は職員しか立入ることのできない、子猫室などのバックヤードの様子を職員の案 

    内によりご覧いただいています。日常の飼養管理などの一端に対する説明付きの見学を 

    通じて、センターに対する理解を深めていただけるよう努めています。 

     令和３年度は、７０回、１２３名の参加がありました。 

 

   (ｲ) その他の見学等 

     市民の方はもとより、市外からの見学、実習依頼も多く寄せられます。小学校、中学 

    校の自由研究・職場体験や高校、大学の論文のためなど理由はさまざまです。報道機関 

    等からの取材も含めて、令和３年度は、２４回、１２７名の来所がありました。 
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  オ 施設貸出し 

    市内における市民活動を促進し、併せて動物愛護の気風を高めるため、センター内の市 

   民協働室１、市民協働室２及びヒルズ研修室を「市民活動コーナー」として、市内でボラ 

   ンティア活動等、市民活動や公益性のある活動を主たる目的として活動する団体に登録し 

   ていただいた上で、無料で貸し出しています。 

    令和３年度末現在、６団体が登録しており、令和３年度は４５件の利用がありました。 

 

  カ ボランティア活動 

    センターでは、川崎市動物の愛護及び管理に関する条例（以下「市条例」という。）第１ 

   ８条により規定される「かわさき犬・猫愛護ボランティア」の募集や支援等に関する庶務 

   を行っています。 

    令和３年度は、令和３年１１月に登録を行った第１２期のメンバー１６７名が活動され 

   ています。 

    また、「かわさき犬・猫愛護ボランティア設置要綱」第６条に規定されるセンター業務支 

   援や運営協力について、以下の業務に関して、要領（平成３０年６月制定）に基づき、共 

   通基礎研修を修了し、審査を通過したボランティアの皆様に、御支援、御協力いただいて 

   います。        

 

    成犬飼養管理支援ボランティア        ５名 

    成猫飼養管理支援ボランティア        ８名 

    譲渡会運営支援ボランティア        １２名 

    いのち・ＭＩＲＡＩ教室等支援ボランティア  ９名 

    啓発物作成ボランティア           ６名 

    植栽等清掃支援ボランティア         １名    合計４１名 

    

    〇子猫飼養管理支援ボランティアの見直し 

    令和３年１２月に子猫飼養管理支援ボランティア実施要綱を制定・施行しました。 

   また、それに伴い、子猫飼養管理支援ボランティア実施要領を廃止しました。 

    （新）要綱では、ボランティアの募集対象を広げ、子猫飼養管理支援ボランティアの担 

   い手を増やすことを目指しています。 

    

   （旧）実施要領と（新）実施要綱の違い 

     

 

 

 

 

 

    令和３年１２月には、（新）要綱に基づき、子猫飼養管理支援ボランティアの新規募集を 

   行いました。以前から御尽力いただいていた継続登録の方々に加え、新たに３名の方に 

   新規登録いただき、子猫飼養管理支援ボランティアは総勢１０名となりました。 

主な変更点 （旧）実施要領 （新）実施要綱

登録条件
かわさき犬猫愛護ボランティアに登録してい
る方に限る（川崎市在住者のみ）

川崎市近郊（東京都・横浜市も含む）
に住んでいる１８歳以上の方

募集時期 2年に1度 随時

離乳前～３か月未満の子猫の

哺乳・排せつ補助・社会化など

依頼する支援
内容

離乳前の子猫の哺乳と排せつ補助
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  キ 動物愛護フェアかわさき 

    毎年９月２０日から２６日までは、動物の愛護及び管理に関する法律（以下「動物愛護 

   管理法」という。）に基づく「動物愛護週間」です。この期間中は、全国的に動物愛護事業 

   が行われています。川崎市においても、例年、「動物愛護フェア」を実施し、動物愛護に関 

   する普及啓発や譲渡会等を行っていますが、令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の 

   影響により、開催を中止しました。 

 

  ク 動物慰霊祭 

    例年、動物愛護週間中に、センターに収容され、死亡したり殺処分されることとなった 

   動物たちと、川崎市健康安全研究所で試験検査に供された動物たちの霊を供養するため、 

   公益社団法人 川崎市獣医師会（以下「獣医師会」という。）、愛護団体、かわさき犬・猫 

   愛護ボランティア、各区役所地域みまもり支援センター衛生課（以下「各区衛生課」とい 

   う。）等の関係職員や市民が参列し、動物慰霊祭を執り行っています。 

    令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、動物慰霊祭の式典は 

   動物愛護センター関係職員のみで執り行い、式典後にNITTOKU適正飼育啓発室に祭壇を設置 

   し、来館者の方々に手を合わせていただきました。 

 

 (2) 動物の適正飼養推進 

   飼い主等が責任を持って動物を適正に飼養できるように、返還、譲渡等様々な機会を通じ  

  て普及啓発を行っています。 

 

  ア 犬猫等の適正飼養講座 

    犬猫等の譲渡を希望する方を対象に、動物との共生について学び、模範的な飼い主とな 

   ることを目的として譲渡に際して講習会を実施しています。また、現在犬や猫を飼ってい 

   る、または、これから飼いたいと思っている市民を対象に、習性や適正な飼い方を理解し、 

   動物愛護の気風を高めることを目的とした、犬や猫と楽しく暮らすための適正飼養講座を 

   開催しています。 

 

 

  イ 動物に関する苦情 

    動物による危害の防止、生活環境の保全のため、市民等からの苦情に対しては迅速に対 

   応しています。特に、犬の捕獲に関しては、市民の安全のために夜間などの時間外でも緊 

   急的な対応を必要とします。また、負傷動物の保護、収容についても各区衛生課と連携し 

   ながら、迅速に対応するとともに、閉庁時間には、獣医師会や警察機関等と協力しながら 

   対応しています。 

     

    令和３年度のセンターへの苦情相談件数は９３４件（犬に関する苦情等が６２件、猫に  

令和３年度　犬猫等の適正飼養講座等実施状況

回数 参加数 内　容

動物に係わる法律、動物を飼うための責任、動物由来感染症等及び
犬猫等の性格・健康状況・適正飼養・しつけ方等

種　類

譲渡講習会 141 277  
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    令和３年度のセンターへの苦情相談件数は９３４件（犬に関する苦情等が６２件、猫に  

   関する苦情等が４６１件、その他の苦情等が４１１件）でした。 

 

   〇犬に関する苦情・相談 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

   〇猫に関する苦情・相談 
 

 

  

総数 川崎 幸 中原 高津 宮前 多摩 麻生 市外

苦情対応件数 62  8   8   6   3   12  5   9   11  

苦情・相談内容総数 72  10  10  6   5   13  5   11  12  

登録 1   -   1   -   -   -   -   -   -   

注射 -   -   -   -   -   -   -   -   -   

捕獲依頼 5   -   1   2   1   -   -   1   -   

放し飼い 2   -   -   1   -   -   -   1   -   

餌やり -   -   -   -   -   -   -   -   -   

鳴き声 4   1   1   -   -   1   -   1   -   

糞尿 1   -   -   -   -   -   -   -   1   

管理方法相談 8   1   2   -   -   1   2   1   1   

引取り相談（所有者） 19  3   5   2   2   2   1   1   3   

引取り相談（所有者不明） 4   -   -   -   -   3   -   1   -   

負傷動物収容依頼 1   1   -   -   -   -   -   -   -   

虐待疑い 9   3   -   -   2   1   -   2   1   

遺棄 -   -   -   -   -   -   -   -   -   

多頭飼育関係（再掲） 1   -   -   1   -   -   -   -   -   

その他 17  1   -   -   -   5   2   3   6   

総数 川崎 幸 中原 高津 宮前 多摩 麻生 市外

苦情対応件数 461 123 90  89  66  36  21  13  23  

苦情・相談内容総数 517 144 99  103 69  41  22  14  25  

捕獲依頼 20  4   7   3   2   2   2   -   -   

放し飼い 2   -   1   -   -   1   -   -   -   

餌やり 17  6   4   3   -   1   1   1   1   

鳴き声 2   -   1   -   1   -   -   -   -   

糞尿 11  4   4   1   1   -   -   -   1   

管理方法相談 38  10  7   4   7   4   4   -   2   

引取り相談（所有者） 57  13  16  8   5   5   5   3   2   

引取り相談（所有者不明） 170 50  24  37  30  16  3   5   5   

負傷動物収容依頼 111 37  19  27  13  6   4   3   2   

虐待疑い 14  7   3   2   1   -   -   -   1   

遺棄 4   1   1   -   -   1   1   -   -   

不妊去勢補助金 3   -   -   2   1   -   -   -   -   

地域猫活動 19  2   4   8   1   2   -   1   1   

多頭飼育関係（再掲） 1   1   -   -   -   -   -   -   -   

その他 48  9   8   8   7   3   2   1   10  
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〇その他の動物関する苦情・相談 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ウ 動物の逸走・保護に関する問合せ 

    飼い主からの逸走動物の問い合わせに対しては、動物の特徴や逸走日時、逸走場所等詳 

   細に聞き取りを行い、逸走動物情報として記録するとともに、他自治体や警察署などへ届 

   け出るよう案内しています。さらに、センターのホームページの収容動物情報には、写真 

   や特徴等を掲載し、常に情報を確認できるようにするとともに、事務所に写真付きの収容 

   動物情報ファイルを備え、問い合わせに対して、迅速、的確に対応しています。併せて、 

   飼い主には、逸走動物が見つからない場合には、週に一回程度、センターに問い合わせて 

   もらうように伝え、収容動物が飼い主に正確に返還できるように慎重にチェックしていま 

   す。なお、動物を保護したという届け出に関しては、保護動物情報として記録して、警察 

   署等への届け出を案内するとともに、逸走動物情報との照合を丁寧に行い、動物が飼い 

   主の元に戻ることができるよう努めています。 

    令和３年度の届け出件数は３８２件（逸走動物届出２９３件、保護動物届出８９件）で 

   した。 

    

 

 

  エ 返還時の飼い主指導 

    収容される動物の大部分が迷子札、マイクロチップ等が未装着です。また、犬に関して 

   は、その多くが狂犬病予防法に基づく犬の鑑札や狂犬病予防注射済票（以下「済票」と  
   いう。）が未装着の状態で収容されます。このため、飼い主が判明したときには、動物愛 

   護管理法に基づく所有明示措置や狂犬病予防法に基づく鑑札や済票の装着義務について 

   指導しています。また、希望する飼い主には返還時にマイクロチップ（有料）を挿入し 

   ています。 

総数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

逸走動物登録件数 293  22  27  27  21  29  25  31  27  20  14  23  27  

保護者登録件数 89   8   11  11  7   11  5   12  5   6   2   6   5   

総数 川崎 幸 中原 高津 宮前 多摩 麻生 市外

苦情対応件数 411 77  33  65  73  49  37  64  13  

苦情・相談内容総数 434 81  34  67  75  53  42  69  13  

捕獲依頼 258 47  19  34  50  34  30  40  4   

放し飼い -   -   -   -   -   -   -   -   -   

餌やり 4   1   -   1   1   -   -   1   -   

鳴き声 3   -   1   -   -   -   -   2   -   

糞尿 21  1   4   3   3   3   2   5   -   

管理方法相談 1   -   -   -   -   1   -   -   -   

引取り相談（所有者） 6   2   -   -   3   -   -   1   -   

引取り相談（所有者不明） 6   1   -   2   1   -   1   1   -   

負傷動物収容依頼 23  5   2   4   1   1   3   3   4   

虐待疑い 2   -   -   1   -   -   -   -   1   

遺棄 3   1   -   -   -   -   -   2   -   

多頭飼育関係（再掲） -   -   -   -   -   -   -   -   -   

鳥インフルエンザ 1   -   -   1   -   -   -   -   -   

その他 106 23  8   21  16  14  6   14  4   
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    収容される犬猫の飼い主は、「いつもは帰ってくる」という認識であることが少なくない 

   ため、普段の飼養管理方法に関しても指導しています。また、複数回センターに収容され  

   た動物の飼い主に対しては、逸走防止対策等について各区衛生課と協力して現地指導をし 

   ています。 

 

  オ 動物愛護センター運営懇談会 

    平成２９年度からセンターの運営強化や市民協働の活性化等を目指すため、学識経験者、 

   ボランティア、庁内関係部署職員から構成される懇談会を設置しています。 
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２ 動物の収容・保護・管理事業 

 

 (1) 犬の捕獲・収容・返還 

   狂犬病予防法、動物愛護管理法、市条例、センター条例に基づき、危害防止及び動物愛護 

  のため、犬の捕獲、拾得者等からの引取り、負傷した犬の保護を実施しています。咬傷事故 

  を未然に防ぐため、放浪犬の通報があった場合には、各区衛生課と連携し、迅速に捕獲して

います。 

   ※捕獲等頭数は、捕獲、拾得者等からの引取り、及び負傷等による保護の合計 

 

収容犬の返還日数 

   センターで動物の収容があった場合には、市ホームページやセンター敷地内にて一定期間、   

  収容動物情報を公示し、飼い主が迷子の動物を探すための期間を設けています。 

   
   

 

飼い主住所 総数 川崎 幸 中原 高津 宮前 多摩 麻生 市外

捕獲等頭数 36   7     6  5     3     7     3     5     
総数 33   7     4  5     -      7     3     4     3     
公示当日 13   3     3  2     -      2     1     1     1     
２日目 12   3     1  1     -      5     1     -      1     

返還日 ３日目 4     1     -   -      -      -      -      3     -      
４日目 2     -      -   -      -      -      1     -      1     
５日目以上 2     -      -   2     -      -      -      -      -      
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 (2) 犬猫等の引取り 

   平成２５年９月に動物愛護管理法が改正され、所有者から動物の引取りを求められた場合 

  には、原則、終生飼養と新たな飼い主を探す努力をするよう指導しています。なお、所有者 

  の死亡、独居高齢者の入院や施設入所等により継続して飼養できない状況で、譲渡先が見つ 

  からないなど、やむを得ない理由がある場合に限り、殺処分について十分に説明した上で引 

  取りを行っています。 

   また、市民から所有者の判明しない犬又は猫の引取りを求められた場合には、所有者が判 

  明しているにもかかわらず意図的に捕獲または拾得された動物などを引き取ることがないよ 

  う十分な聞き取りを実施しています。また、猫に関しては、拾得された猫が自活できると判 

  断した場合には、引取りを実施していません。なお、引取り動物の大部分は離乳前の子猫で、 

  「産み捨てられた子猫」「捨てられていた子猫」等を拾得者から引き取る場合がほとんどです。 

   さらに、猫に関しては、繁殖制限を行うことなく屋外で飼養したり、屋外と屋内を自由に 

  行き来できるようにして飼養している飼い主が未だに多いため、多くの子猫が生まれてしま 

  うという現状があります。このため、飼い猫については、屋内飼養に努めることを市条例で 

  規定しています。 

   令和３年度の引取り動物は２６６頭で、犬３３頭（飼い主から４頭、拾得者等から２９頭）、 

  猫２１５頭（飼い主から４７頭、拾得者等から１６８頭）、その他の動物は１８頭でした。 
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 (3) 負傷動物の保護 

   公園、道路等の公共の場所で負傷していたり、病気にかかって動けなくなっている所有者 

  の判明しない犬猫等の動物について通報があった時には保護・収容し、応急処置などを行っ 

  ています。また、夜間・休日など閉庁時間中の負傷動物の保護及び治療については、獣医師 

  会に委託しています。 

 

 

 (4) 収容動物の飼養管理 

   所有者からの引取り動物については、収容後すぐに健康診断等を実施しながら、飼養管理 

  を行います。所有者の判明しない収容動物については、市条例に基づく公示を実施します。 

  同時に広く情報を提供するため、市ホームページに収容動物情報を掲載しています。 

   収容動物の受入れでは、写真の撮影、特徴、年齢、迷子札の有無等の確認、マイクロチッ 

  プの読み取りを実施しています。負傷動物は、交通事故や病気など様々な状態で収容されま 

  すが、収容期間中はできる限り治療を実施します。なお、動物同士の感染を防ぐため、収容 

  後すぐに検便（虫卵検査）等を実施し、健康状態を確認します。また、ウイルス性感染症の 

  予防のため、週に１回以上犬舎全体を次亜塩素酸ナトリウム等で消毒します。状況に応じ 

  て、熱湯なども使用します。また、収容車については動物の搬送に使用する度に、消毒を行 

  っています。 
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  令和３年 動物収容状況 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 各区衛生課 センター
394          82            312          
52            12            40            

計 4              1              3              

９１日以上 4              1              3              

９１日未満 -              -              -              

計 47            10            37            

９１日以上 47            10            37            

９１日未満 -              -              -              
1              1              -              

214          37            177          

計 29            1              28            

９１日以上 29            1              28            

９１日未満 -              -              -              

計 168          36            132          

９１日以上 3              1              2              

９１日未満 165          35            130          
17            -              17            
5              2              3              
5              2              3              
-              -              -              

123          31            92            
2              -              2              

119          31            88            
2              -              2              

負傷動物の保護

計

その他の動物

犬
猫

犬の捕獲
計

９１日以上
９１日未満

総数

所有者からの
引取り

計

犬

猫

その他の動物

拾得者等からの
引取り（警察含

む）

計

犬

猫

その他の動物
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 (5) 犬猫等の殺処分 

収容期間が満了した動物のうち、譲渡に適さないと判断した動物については、麻酔薬注射

により殺処分を実施することがあります。また、飼養管理が困難で著しい苦痛を伴っている

負傷動物等については、収容期間内であっても獣医師の判断により殺処分を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

288

58 37 19 22 26 38 13 10 7

73

102 138 130 131 126
147 153

103 81
0

50
100
150
200
250
300
350
400

頭
数

年度

殺処分数・死亡数の推移（総数）

殺処分数 死亡数

13

0 0 0 0 1 0 0 0 0

1

2
0

4 1
5

0
2

4 1

0
2
4
6
8

10
12
14
16

頭
数

年度

殺処分数・死亡数の推移（犬）

殺処分数 死亡数

20



 
 

 

253

54
14 9 4 12 15 13 10 7

70

96 137 121 120 113 141 147
98 79

0

50

100

150

200

250

300

350

頭
数

年度

殺処分数・死亡数の推移（猫）

殺処分数 死亡数

22

4

23

10
18

13

23

0 0 0

2

4

1

5

10

8

6

4 1 1
0

5

10

15

20

25

30

35

頭
数

年度

殺処分数・死亡数の推移（その他）

殺処分数 死亡数

21



 
 

 (6) 犬猫等の譲渡 

収容期限を過ぎた動物の中から、家庭動物として飼養可能と判断した動物を、個人や新た

な飼い主探しを行う登録団体に譲渡しています。また、譲渡をより推進するため、センター

の市ホームページに譲渡動物情報を掲載し、随時内容を更新しています。 

 

  ア 個人譲渡 

    譲渡条件について説明し、動物を適正に飼養できる環境か確認しています。動物の習 

   性、しつけ、関係法令等について事前に講習会を実施し、模範的な飼い主となるよう啓発 

   しています。 

 また、譲渡後の飼養管理状況調査についても積極的に実施し、自宅での飼い方指導も行  

っています。譲渡後の調査は、終生飼養を推進する上で重要なものと考えています。 

 令和２年度以降、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、譲渡会を休止 

   し、完全予約制の個別相談で譲渡を行っています。 

 

  イ 団体譲渡 

    団体への譲渡は、その動物の状況を説明した上で、離乳前の子猫や老齢、病気の動物 

   についても譲渡を進めています。対象となる団体は、川崎市の譲渡事業に協力し、川崎市 

   近隣を拠点とする非営利の活動を行う団体で、令和３年度は３５団体（個人活動者含む。） 

   が登録されています。 

 

 令和３年度 センターにおける譲渡状況 

 

 

  

 

 

 

 

  ※譲渡率＝当該年度に譲渡された動物数/当該年度に収容された動物数（収容後死亡した動物も含む）×100 
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総数 川崎 幸 中原 高津 宮前 多摩 麻生 市外
総数 264    154   9      22    33    11    21    19   8      31    110      
犬 7        2       -      -      -      -      -      -     -      2      5          
猫 244    146   9      21    33    11    17    19   8      28    98        

その他 13      6       -      1      -      -      4      -     -      1      7          

総数
個人

団体等
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 (7) 犬の登録と狂犬病予防注射 

   収容犬を返還する際に、狂犬病予防法に基づく登録状況等の確認を行い、未実施の場合 

  は、登録と狂犬病予防注射を実施しています。 

   令和３年度はセンターにおいて、登録８頭、予防注射１３頭に対して、それぞれ実施しま

した。 
                                             

  令和３年度 センターにおける登録・予防注射実施状況 

 

 

 

  ※動物愛護センター内で継続して飼養管理を行っている犬の登録・予防注射は集計に含まない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和３年度 各区の登録状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 (8) マイクロチップの推進 

   動物愛護管理法に規定される動物の所有明示措置を推進するため、電子標識機器（マイク

ロチップ）による所有者明示措置推進要綱に基づき、収容動物を返還する際に、飼い主が希

望した場合には、マイクロチップ挿入を実施しています。また、個人譲渡の際は、犬・猫に

ついては全頭にマイクロチップ挿入を実施しています。令和３年度は、犬２件、猫１５１件

のマイクロチップ挿入申し込みがあり、飼い主に挿入場所を説明した上で実施しました。 

61,504 62,012 62,617 62,944 62,001 60,186 61,450 61,159 61,672 61,434

3,958 3,644 3,619 3,828 3,697 3,836 3,751 3,974 4,712 4,763

45,380 45,887 44,319 44,956 43,601 45,596 43,701 43,484 43,878 44,041
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50,000
60,000
70,000
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数

年度

犬の登録・狂犬病予防注射の推移

登録頭数 新規登録数 予防注射数

総数 川崎 幸 中原 高津 宮前 多摩 麻生
登録頭数 8      1      -   1      -      2      2      2      
予防注射実施頭数 13    1      1   2      -      3      2      4      

総数 川崎 幸 中原 高津 宮前 多摩 麻生
60,466 10,215 6,233 7,672 8,704 10,862 7,540 9,240
(4741) (801) (442) (759) (607) (848) (598) (686)

予防注射
実施頭数

44,116 6,959 4,527 5,814 6,350 8,048 5,565 6,853

世帯数※２ 758,750 123,706 81,022 136,931 115,442 104,246 116,678 80,725
※１ 下段は新規登録数
※２ 世帯数は、令和4年4月1日時点

登録頭数※１

23



 
 

 (9) 繁殖制限 

   センターに収容される動物の大部分が繁殖制限を実施していないために増えてしまった子

猫です。センターから収容動物を譲渡する場合には、新たな飼い主となる方に必ず不妊去勢

手術を実施することを誓約していただきますが、センターでも状況に応じて不妊去勢手術を

実施しています。特に、健康状態に問題なく手術可能な月齢になった動物については、積極

的に実施しています。令和３年度は、収容動物のうち１９３頭（犬２頭、猫１９１頭）の不

妊去勢手術を行いました。 

 

 (10) 動物の譲渡にかかるコーディネート事業 

   飼い主のやむを得ない事情で飼養を継続することができなくなった動物の情報をセンター

に登録、公開することで、新たな飼養希望者を探す支援をしています。なお、本事業には、

市内で飼養管理されている動物であること等の登録条件があり、センターのホームページに

掲載するためには、直接センター窓口での申込が必要となります。令和３年度は、新たに３

１件（犬４頭、猫２７頭）の登録があり、そのうち３件（犬１頭、猫２頭）について、譲渡

希望者とのコーディネートが成立しました。 

 

 (11) 咬傷事故への対応 

   咬傷事故を起こした飼い主の判明しない犬を収容した場合、保健所支所長の依頼により 

  １４日間飼養管理を実施しながら狂犬病罹患の有無について検診し、鑑定を行っています。 

   なお、飼い主が明らかな場合でも、咬傷犬を適切に飼養管理ができないと判断される場合 

  には、センターに収容されることがあります。検診期間中に当該犬が死亡した場合は、セン 

  ターで検体を採取し、川崎市健康安全研究所にて精密検査を実施します。 

 

３ 特定動物に係わる事業 

  動物愛護管理法では、人の生命、身体又は財産に害を加えるおそれがある動物を特定動物と  

 して定めており、飼養又は保管する場合には、動物の種類ごとに定められた基準に合った飼養 

 施設を設けて市長の許可を受けることとなっています。また、幼齢や埋め込みに耐えられる体 

 力を有しない場合などを除き、許可を受けた動物ごとにマイクロチップ等による個体識別措置 

 の実施が義務付けられています。 

  センターでは、許可申請を受理した場合、基準に適合しているかどうかの確認のため立入検 

 査を実施します。また、既許可施設については、随時立入検査を実施し、許可基準・逸走防止 

 対策・個体識別措置の遵守等について監視指導を行っています。 

  飼い主等から特定動物の逸走の通報があった場合には、市民の生命等に危害が及ぶことがな 

 いよう、各区衛生課や警察と連携し、必要に応じて捕獲等の措置を講じます。 

 

  令和３年度 特定動物飼養状況 

 

 

 

 

 

総数 川崎 幸 中原 高津 宮前 多摩 麻生

   13      3   1      -      4      1      2      2

サル      2      -   1      -      -      1      -      -

ワニ      3      1   -      -      1      -      -      1

カメ      4      1   -      -      1      -      2

ヘビ      3      -   -      -      2      -      -      1

トカゲ      1      1   -      -      -      -      -      -

飼養許可数（施設数）

内訳
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４ 鳥獣保護管理法関係事業 

 

 (1) 鳥獣捕獲許可等事務 

   鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律（以下「鳥獣保護管理法」という。 

  第９条第１項に基づき、川崎市が権限を有する３９種の鳥獣に対する捕獲許可を行っていま 

  す。 

   令和３年度は、生活被害防止のための有害鳥獣捕獲許可申請は１７４件、傷病鳥獣保護 

  のための捕獲許可申請は２件、学術研究のための捕獲許可申請は１件でした。 

 

 (2) 有害動物捕獲支援 

   毎年４月以降は、カラスの営巣による生活被害が多く寄せられます。公園内の樹木や街路 

  樹、電柱などに営巣している場合には、その土地又は建物の管理者に対応していただくこと 

  になります。ただし、カラスの巣立ちビナが地上に落ちて、親カラスによる通行者への攻撃 

  が発生しているなど緊急性が高い場合には、鳥獣保護管理法に基づく捕獲許可を取得した委 

  託業者に現地確認を依頼し、原因である巣立ちビナの捕獲をすることがあります。 

   有害動物捕獲支援要綱に基づき、人家等に侵入し、騒音やふん害等の生活環境被害を発生 

  させたハクビシン等の捕獲を実施する市民に対し、上記委託業者による捕獲檻の設置や捕獲 

  した対象動物の回収、処分等の支援をしています。 

 

 (3) アライグマ防除実施計画 

   神奈川県アライグマ防除実施計画に基づき、特定外来生物であるアライグマによる生活被 

  害を受けたり、目撃したとの連絡を受けた場合には、捕獲檻の設置について説明し、前項の 

  委託業者が直接現地を確認して設置します。なお、当該業者は神奈川県アライグマ防除実施 

  計画に基づく捕獲等の届出をしています。 

 

５ 動物由来感染症対策 

 

(1) 収容動物の検査等 

人と動物の共通感染症を未然に防止するため、適宜情報発信や検査を実施しています。ま

た、常に健康状態を把握することにより収容動物の適正な管理を推進し、新たな飼い主にな

る人へ健康な動物を譲渡することができるとともに、収容動物間の感染症を予防することが

できます。 

 

(2) 高病原性鳥インフルエンザ 

「鳥インフルエンザ対応（Ｈ５Ｎ１等）マニュアル－保健衛生部局版－」（川崎市健康福祉

局保健所作成）等に基づき、感染のリスクの高い野鳥が死亡しているとの通報があった場合

には、高病原性鳥インフルエンザの感染の有無を確認するため、死亡野鳥の神奈川県への搬

送を行います。また、愛がん鳥の死亡、衰弱等により、高病原性鳥インフルエンザが疑われ

る場合、簡易検査の実施及び確定検査（遺伝子検査）用試料を採取します。 
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８
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１
３

７
 

犬
の

登
録

と
狂

犬
病

予
防

注
射

は
飼

い
主

の
義

務
で

す
。

 
◆

犬
の

登
録

に
つ

い
て

 

生
後

9
0

日
を

過
ぎ

た
ら

、
生

涯
１

回
の

登
録

が
必

要
で

す
。

お
住

ま
い

の
区

の
地

域
み

ま
も

り
支

援
セ

ン
タ

ー
衛

生
課

で

登
録

の
申

請
を

し
て

く
だ

さ
い

（
手

数
料

3
,0

0
0

円
）

。
登

録
後

、
犬

鑑
札

が
交

付
さ

れ
ま

す
。

引
っ

越
し

し
た

場
合

等

に
は

移
転

先
の

市
区

町
村

窓
口

へ
の

届
け

出
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

 

 ◆
狂

犬
病

予
防

注
射

に
つ

い
て

 

飼
い

犬
に

は
、

年
に

一
度

、
狂

犬
病

予
防

注
射

を
受

け
さ

せ
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
注

射
後

、
お

住
ま

い
の

区
の

地
域

み
ま

も
り

支
援

セ
ン

タ
ー

衛
生

課
に

て
注

射
済

票
の

交
付

を
申

請
し

て
く

だ
さ

い
（

手
数

料
5

5
0

円
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。
 

※
市

内
狂

犬
病

予
防

注
射

済
票

交
付

動
物

病
院

で
狂

犬
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予
防

注
射

を
受

け
た

場
合

は
、

そ
の

場
で

注
射

済
票

が
即

時
交

付
さ

れ
ま

す
。

 

 
（
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録

も
併

せ
て

で
き

ま
す
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札
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び
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射
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票
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着
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す
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び
ペ
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そ
の

生
活

は
２

０
年

近
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続
く

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
 

 
飼

い
主

の
人

生
に

お
い

て
お

金
が

た
く

さ
ん

必
要

な
と

き
、

ペ
ッ

ト
に

お
金

を
か

け
る

必
要

が
あ

る
と

き
、

そ
れ

ら
は

も
し

か
し

た
ら

同
時

に
訪

れ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

 

 
「

い
つ

、
ど

ん
な

と
き

で
も

」
「

ど
ん

な
こ

と
が

起
こ

っ
て

も
」

自
分

の
ペ

ッ
ト

を
責

任
も

っ
て

飼
い

続
け

る
こ

と
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で
き
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り
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る

さ
ま
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ま

な
事
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お
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大

切
で

す
。

 

  
そ

し
て

、
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れ
か

ら
ペ

ッ
ト

を
飼

お
う

と
考

え
て

い
る

方
へ

。
ペ

ッ
ト

と
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生
活
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、

楽
し
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こ

と
だ

け
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な
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大
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面
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。
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。

 

 
４

月
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動
物
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は
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飼

う
に

あ
た

り
、

必
ず

考
慮

し
な

け
れ

ば
い

け
な

い
問

題
、

そ
れ

は
「

お
金

」
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す
。

 

 
「

ペ
ッ

ト
を

飼
う

に
は

お
金

が
か

か
る

！
」

と
認

識
し

て
い

る
方

は
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と

思
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ま
す

が
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実
際

に
ど
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。
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受
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。
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が
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が
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。
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小

学
校

２
・

３
年

生
 

 
 

 
 

各
回

4
組

 
1

組
3

名
程

度
ま

で
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
保

護
者

の
同

伴
は

必
須

で
は

あ
り

ま
せ

ん
）

 

★
内

容
 

『
Ａ

Ｎ
Ｉ

Ｍ
Ａ

Ｍ
Ａ

Ｌ
Ｌ

か
わ

さ
き

の
猫

を
観

察
し

て
み

よ
う

！
ど

ん
な

気
持

ち
か

な
？

』
 

 
動

物
に

も
気

持
ち

が
あ

る
こ

と
を

知
り

、
動

物
の

気
持

ち
を

観
察

・
想

像
す

る
活

動
を

通
じ

て
動

物
愛

 
 

 

 
護

の
気

持
ち

を
育

も
う

。
 

４
～

６
年

生
向

け
 

★
開

催
日

時
 

 
第

１
回

 
令

和
３

年
８

月
１

１
日

（
水

）
 

 
９

時
３

０
分

～
１

１
時

３
０

分
 

 
第

２
回

 
令

和
３

年
８

月
１

２
日

（
木

）
 

１
３

時
３

０
分

～
１

５
時

３
０

分
 

 
第

３
回

 
令

和
３

年
８

月
１

８
日

（
水

）
 

１
３

時
３

０
分

～
１

５
時

３
０

分
 

 
第

４
回

 
令

和
３

年
８

月
１

９
日

（
木

）
 

 
９

時
３

０
分

～
１

１
時

３
０

分
 

 
（

各
回

と
も

同
じ

内
容

）
 

★
対

象
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

★
定

員
 

 
川

崎
市

内
在

住
・

在
学

の
小

学
校

４
・

５
・

６
年

生
 

 
 

 
各

回
4

組
 

1
組

3
名

程
度

ま
で

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
保

護
者

の
同

伴
は

必
須

で
は

あ
り

ま
せ

ん
）

 

★
内

容
 

『
Ａ

Ｎ
Ｉ

Ｍ
Ａ

Ｍ
Ａ

Ｌ
Ｌ

か
わ

さ
き

に
子

猫
が

や
っ

て
き

た
！

命
を

守
る

た
め

に
』

 

 
子

猫
の

収
容

の
流

れ
を

動
画

で
学

ぶ
な

ど
の

活
動

を
通

じ
て

命
を

守
る

仕
事

に
つ

い
て

知
り

、
適

正
飼

養
 

 
 

 
に

関
す

る
知

識
を

学
ぼ

う
。

 

◎
開
催
場

所
：
川

崎
市
動

物
愛
護

セ
ン
タ

ー
 
Ａ

Ｎ
Ｉ
Ｍ

Ａ
Ｍ
Ａ

Ｌ
Ｌ
 か

わ
さ

き
（
中

原
区
上

平
間
１

７
０
０
番

地
８
）
 

◎
申
込
み
 
：
７

月
１
５

日
（
木

）
８
時

３
０
分

か
ら
電

話
（
０

４
４
－

５
８
９

－
７
１

３
７
）

に
て
先

着
順
 

館
内

を
見

学
し

て
動

物
た

ち
の

お
世

話
し

て
い

る
エ

リ
ア

を
見

た
り

、
実

際
の

動
物

を
観

察
し

て
、

動
物

た
ち

の
新

し
い

飼
い

主
さ

ん
探

し
の

た
め

の
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
づ

く
り

を
し

た
り

す
る

よ
！

 

     

新
型

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症
関
連

情
報
 

  
ペ

ッ
ト

を
飼

っ
て

い
る

方
、

 

ペ
ッ

ト
関

連
事

業
者

の
方

へ
 

環
境

省
の

ペ
ー

ジ
に

リ
ン

ク
 

預
か

り
支

援
団

体
な

ど
の

 

連
絡

先
に

つ
い

て
 

環
境

省
の

ペ
ー

ジ
に

リ
ン

ク
 

動
物

を
飼

養
す

る
方

向
け

 

Ｑ
＆

Ａ
 

厚
生

労
働

省
の

ペ
ー

ジ
に

リ
ン

ク
 

 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

毛
が

な
い

動
物

・
・
・
見

か
け

た
こ

と
あ

り
ま

せ
ん

か
？

 

野
生

動
物

が
負

傷
し

た
り

病
気

に
か

か
っ

て
い

る
場

合
、

基
本

的
に

人
間

が
手

出
し

す
る

こ
と

な
く

、
自

然
の

摂
理

に
委

ね
ま

す
が

、
 

保
護

す
る

場
合

は
、

夢
見

ヶ
崎

動
物

公
園

へ
持

込
ん

で
い

た
だ

く
こ

と
に

な
り

ま
す

。
た

だ
し

、
受

入
れ

は
、

動
物

の
種

類
、

大
き

さ
、

け
が

な
ど

の
状

態
を

確
認

し
、

保
護

が
必

要
と

判
断

さ
れ

る
場

合
に

な
り

ま
す

の
で

、
あ

ら
か

じ
め

動
物

公
園

に
ご

相
談

く
だ

さ
い

。
 

※
ア
ラ
イ
グ
マ
等
の
外
来
生
物
、
カ
ラ
ス
、
ド
バ
ト
、
ミ
ド
リ
ガ
メ
（
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
）
等
の
受
入
れ
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
 

 
 

夢
見

ヶ
崎

動
物

公
園

 
管

理
事

務
所

 
 

電
話

 
0
4
4
-5

8
8
-
4
03

0（
開

園
時

間
：

9
:
0
0
～

1
6
：

0
0
）

  

 「
毛

が
生

え
て

い
な

い
動

物
が

外
を

歩
い

て
い

た
の

で
す

が
…

」
と

い
う

ご
相

談
が

よ
く

あ
り

ま
す

。
実

は
こ

れ
、

毛
が

抜
け

て
し

ま
っ

た
タ

ヌ
キ

で
す

。
こ

の
タ

ヌ
キ

は
「

疥
癬

（
か

い
せ

ん
）

症
」

と
い

う
皮

膚
病

に
よ

っ

て
、

毛
が

抜
け

て
し

ま
っ

て
い

る
の

で
す

。
 

 ◇
疥

癬
（

か
い

せ
ん

）
症

と
は

？
 

・
ヒ

ゼ
ン

ダ
ニ

と
い

う
ダ

ニ
に

よ
っ

て
お

こ
る

皮
膚

病
で

す
。

 

・
ヒ

ゼ
ン

ダ
ニ

は
動

物
の

皮
膚

に
住

み
着

く
小

さ
な

ダ
ニ

で
、

基
本

的
に

は
そ

れ
ぞ

れ
の

動
物

に
特

異
的

で
す

が
 

 

 
ま

れ
に

人
に

感
染

す
る

場
合

も
あ

り
ま

す
。

 

・
疥

癬
症

に
感

染
し

た
タ

ヌ
キ

は
毛

が
抜

け
落

ち
、

象
の

よ
う

な
皮

膚
に

な
り

、
衰

弱
し

て
死

亡
し

ま
す

。
 

・
感

染
し

た
動

物
と

の
接

触
や

、
感

染
し

た
動

物
と

行
動

圏
が

重
な

る
こ

と
で

、
病

気
に

感
染

・
発

症
し

ま
す

。
 

 ◇
お

近
く

で
野

生
動

物
を

見
か

け
た

ら
…

 
 

野
生

動
物

と
の

関
わ

り
方

に
つ

い
て

の
考

え
方

は
、

『
鳥

獣
の

保
護

及
び

管
理

並
び

に
狩

猟
の

適
正

化
に

関
す

る
法

律
』

に
基

づ
い

て
い

ま
す

。
こ

の
法

律
で

は
、

そ
の

目
的

の
中

に
生

態
系

の
保

護
が

あ
り

、
ま

た
、

生
物

多

様
性

の
確

保
の

観
点

か
ら

、
生

息
数

の
水

準
を

維
持

す
る

こ
と

が
掲

げ
ら

れ
て

い
ま

す
。

 

  
目

の
前

で
動

物
が

弱
っ

て
い

る
と

、
「

か
わ

い
そ

う
」

「
ど

う
に

か
し

て
保

護
し

た
い

」
と

思
う

方
も

い
ら

っ

し
ゃ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

み
だ

り
に

人
間

が
手

を
加

え
て

し
ま

う
こ

と
で

、
自

然
界

が
本

来
持

っ
て

い
る

調

整
機

能
が

乱
れ

、
生

態
系

の
バ

ラ
ン

ス
を

崩
し

て
し

ま
う

お
そ

れ
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
野

生
動

物
に

関
し

て
は

、

自
然

の
摂

理
に

委
ね

る
こ

と
を

基
本

と
し

て
い

ま
す

。
 

 
し

た
が

っ
て

、
疥

癬
症

の
タ

ヌ
キ

な
ど

負
傷

し
た

野
生

動
物

を
見

か
け

て
も

、
そ

っ
と

見
守

っ
て

あ
げ

て
く

だ

さ
い

。
ま

た
野

生
動

物
は

、
疥

癬
症

に
限

ら
ず

さ
ま

ざ
ま

な
も

の
に

感
染

し
て

い
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

の
で

、

む
や

み
に

近
づ

く
こ

と
は

避
け

ま
し

ょ
う

。
 

写
真
提
供
：
大
牟
田
市
環
境
部
環
境
保
全
課
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わ
ん

わ
ん

レ
ポ

ー
ト

 
令

和
３

年
８

・
９

月
号

 
N

o
.３

９
９

 

 

C
op
y
r
ig
h
t 
(
C)
 
20
10
 
M
ar
i 
T
o
ri
g
oe
. 

 

動
物

愛
護

フ
ェ

ア
か

わ
さ

き
2

0
2

1
 

中
止

し
ま

す
 

  
令

和
３

年
９

月
２

３
日

（
木

・
祝

）
に

開
催

を
予

定
し

て
い

た
「

動
物

愛
護

フ
ェ

ア
か

わ
さ

き
２

０
２

１
」

で
す

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
来

場
者

等
の

安
全

・
安

心
の

確
保

や
、

「
３

つ
の

密
」

を
避

け
る

こ
と

が
困

難
で

あ
る

こ
と

等
か

ら
、

動
物

愛
護

フ
ェ

ア
か

わ
さ

き
２

０
２

１
実

行
委

員
会

に
お

い
て

、
開

催
中

止
を

決
定

し
ま

し
た

。
 

 

動
物

慰
霊

祭
 

  

 
例

年
、

殺
処

分
又

は
死

亡
し

た
動

物
、

及
び

健
康

安
全

研
究

所
に

お
い

て
試

験
検

査
の

た
め

に
用

い
ら

れ
た

動
物

の
慰

霊
を

目
的

と
し

て
執

り
行

っ
て

い
ま

す
。

 

 
今

年
度

も
昨

年
度

に
引

き
続

き
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
よ

る
影

響
を

考
慮

し
て

、
セ

ン
タ

ー
関

係
職

員
の

み
で

開
催

す
る

予
定

で
す

 

 

 
御

参
加

を
検

討
い

た
だ

い
て

い
た

皆
様

に
は

御
迷

惑
を

 

お
か

け
す

る
こ

と
と

な
り

大
変

申
し

訳
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

 

イ
ベ

ン
ト

に
関

す
る

お
知

ら
せ

 

 
気

づ
い

た
ら

ペ
ッ
ト

が
逃

げ
て

し
ま

っ
て

い
た

！
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

そ
う

な
る

前
に

万
全

な
対

策
を

！
 

動
物

愛
護

セ
ン

タ
ー

で
は

、
毎

日
の

よ
う

に
ペ

ッ
ト

が
逃

げ
出

し
て

し
ま

っ
た

と
い

う
電

話
が

入
り

ま
す

。
 

特
に

、
夏

は
雷

や
花

火
な

ど
の

大
き

な
音

に
び

っ
く

り
し

て
、

急
に

ペ
ッ

ト
が

飛
び

出
し

て
し

ま
う

ケ
ー

ス
や

夜
中

に
寝

苦
し

く
て

窓
を

開
け

て
い

た
ら

、
自

分
で

網
戸

を
こ

じ
開

け
て

出
て

行
っ

て
し

ま
っ

た
と

い
う

ケ
ー

ス
が

多
い

よ
う

で
す

。
大

切
な

ペ
ッ

ト
が

迷
子

に
な

ら
な

い
よ

う
、

日
頃

か
ら

万
全

な
対

策
を

し
て

お
き

ま

し
ょ

う
。

 

玄
関
と
動
物
の
生
活
ス
ペ
ー
ス
が
近
い
場

合
は
、
二
重
扉
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
 

設
置
す
る
場
合
は
、
動
物
の
身
体
能
力
を

考
慮
し
て
、
高
さ
の
あ
る
も
の
を
選
び
ま

し
ょ
う
。
 

万
が
一
、
迷
子
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
 

お
家
に
帰
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら

迷
子
札
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。
犬
の
場
合
は
、

鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
の
注
射
済
票
の
装
着

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

首
輪
や
ハ
ー
ネ
ス
の
大
き
さ
は
、
合
っ
て
い
ま
す

か
？
リ
ー
ド
の
強
度
は
十
分
で
し
ょ
う
か
。
お
散

歩
中
に
首
輪
や
リ
ー
ド
の
破
損
に
よ
る
迷
子
の

ケ
ー
ス
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

で
は
二
重
リ
ー
ド
で
お
散
歩
を
し
て
い
ま
す
。
 

 
９
月
２
０
日
か
ら
２
６
日
は
動
物
愛
護
週
間
で
す
！
 

川
崎

市
動

物
愛

護
セ

ン
タ

ー
 

A
N
I
M
A
M
A
L
L

ア
ニ

マ
モ

ー
ル

 
か

わ
さ

き
 

川
崎

市
中

原
区

上
平

間
１

７
０

０
番

地
８

 

電
話

 
０

４
４

－
５

８
９

－
７

１
３

７
 

 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症
関

連
情

報
 

  
ペ

ッ
ト

を
飼

っ
て

い
る

方
、

 

ペ
ッ

ト
関

連
事

業
者

の
方

へ
 

環
境

省
の

ペ
ー

ジ
に

リ
ン

ク
 

預
か

り
支

援
団

体
な

ど
の

 

連
絡

先
に

つ
い

て
 

環
境

省
の

ペ
ー

ジ
に

リ
ン

ク
 

動
物

を
飼

養
す

る
方

向
け

 

Ｑ
＆

Ａ
 

厚
生

労
働

省
の

ペ
ー

ジ
に

リ
ン

ク
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

※
物

品
の
ほ

か
、
金

銭
で
も

た
く
さ

ん
の
ご

支
援
を

い
た
だ

い
て
い

ま
す
。
 

～
み

な
さ

ま
の

あ
た

た
か

い
ご

支
援

に
感

謝
い

た
し

ま
す

～
 

い
つ

も
動

物
愛

護
セ

ン
タ

ー
を

応
援

し
て

く
だ

さ
る

み
な

さ
ま

へ
 

た
く

さ
ん

の
ご

寄
附

を
い

た
だ

き
、

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
毎

日
、

届
け

ら
れ

る
品

々
を

前
に

、
身

が
 

引
き

締
ま

る
思

い
で

す
。

 

 
こ

れ
か

ら
も

、
み

な
さ

ま
の

お
気

持
ち

に
応

え
ら

れ
る

よ
う

、
動

物
た

ち
と

真
摯

に
向

き
合

い
、

頑
張

り
ま

す
。

引
き

続
き

、
応

援
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

 多
い

と
き

は
、

１
０

０
頭

以
上

の
収

容
が

あ
る

子
猫

。

み
な

さ
ま

の
お

か
げ

で
、

元
気

に
成

長
し

、
新

し
い

飼

い
主

さ
ん

へ
と

命
を

つ
な

ぐ
こ

と
が

で
き

て
い

ま
す

。

い
た

だ
い

た
ミ

ル
ク

や
離

乳
食

は
、

ミ
ル

ク
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
さ

ん
の

支
援

に
も

な
っ

て
い

ま
す

。
 

 子
猫

と
違

っ
て

、
な

か
な

か
職

員
に

心
を

開
い

て
く
れ

な
い

 

お
と

な
に

ゃ
ん

こ
た

ち
。

急
な

環
境

の
変

化
で

、
ご

飯
を

食
べ

な
い

 

猫
も

い
ま

す
。

み
な

さ
ま

か
ら

い
た

だ
い

た
お

い
し

い
フ

ー
ド

が
、

 

お
と

な
に

ゃ
ん

こ
た

ち
の

緊
張

を
と

き
ほ

ぐ
す

き
っ

か
け

と
 

な
っ

て
い

ま
す

。
 

 
ペ

ッ
ト

シ
ー

ト
は

、
動

物
愛

護
セ

ン
タ

ー
に

収
容

さ
れ

て
 

い
る

動
物

た
ち

の
ほ

と
ん

ど
の

お
部

屋
で

使
い

ま
す

。
ま

た

手
術

や
け

が
の

消
毒

の
際

に
も

使
用

す
る

な
ど

、
様

々
な

場
面

で
役

立
っ

て
い

ま
す

。
 

 
物

品
や

金
銭

の
ご

寄
附

だ
け

で
な

く
、

た
く
さ

ん
の

お
手

紙
も

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
 

み
な

さ
ま

の
あ

た
た

か
い

メ
ッ

セ
ー

ジ
は

動
物

も
職

員
も

大
き

な
励

み
に

な
っ

て
い

ま
す

。
 

 

年
度

 
物

品
 

令
和

３
年

度
（

４
月

～
７

月
）

 
２

７
８

件
 

令
和

２
年

度
 

５
０

６
件

 

寄
附

受
納

状
況
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わ
ん

わ
ん

レ
ポ

ー
ト

 
令

和
３

年
１

０
・

１
１

月
号

 
N

o
.４

０
０

 

 

C
op
y
r
ig
h
t 
(
C)
 
20
10
 
M
ar
i 
T
o
ri
g
oe
. 

お
か

げ
さ

ま
で

、
わ

ん
わ

ん
レ

ポ
ー

ト
 

４
０

０
号

に
突

入
！

！
 

川
崎

市
動

物
愛

護
セ

ン
タ

ー
 

A
N
I
M
A
M
A
L
L

ア
ニ

マ
モ

ー
ル

 
か

わ
さ

き
 

川
崎

市
中

原
区

上
平

間
１

７
０

０
番

地
８

 

電
話

 
０

４
４

－
５

８
９

－
７

１
３

７
 

 
平

成
3

0
年

に
収

容
さ

れ
た

M
ix

犬
の

ト
ニ

ー
が

譲
渡

さ
れ

ま
し

た
。

ト
ニ

ー
は

、
人

の
こ

と
が

好
き

で
お

散

歩
も

大
好

き
で

す
が

、
一

方
で

繊
細

な
一

面
も

あ
り

、
譲

渡
に

至
る

ま
で

に
は

様
々

な
努

力
が

あ
り

ま
し

た
。

 

 
今

年
4

月
、

「
ト

ニ
ー

の
飼

い
主

に
な

り
た

い
」

と
今

の
飼

い
主

さ
ん

か
ら

お
声

が
け

が
あ

り
、

そ
こ

か
ら

約

２
か

月
半

、
毎

週
の

よ
う

に
セ

ン
タ

ー
に

足
を

お
運

び
い

た
だ

い
て

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

ド
ッ

グ
ト

レ
ー

ナ
ー

さ
ん

に
見

守
っ

て
い

た
だ

き
な

が
ら

、
お

や
つ

を
あ

げ
た

り
、

一
緒

に
お

散
歩

に
行

っ
た

り
、

ト
ニ

ー
の

ペ
ー

ス
に

合
わ

せ
て

少
し

ず
つ

お
見

合
い

を
重

ね
ま

し
た

。
7

月
か

ら
い

よ
い

よ
ト

ラ
イ

ア
ル

（
飼

い
主

さ
ん

の
お

う

ち
で

お
泊

り
）

が
開

始
。

ト
ニ

ー
の

様
子

に
つ

い
て

飼
い

主
さ

ん
と

日
記

の
や

り
取

り
を

し
、

行
動

学
専

門
獣

医
師

の
ア

ド
バ

イ
ス

も
い

た
だ

き
な

が
ら

、
様

々
な

問
題

を
ク

リ
ア

し
ま

し
た

。
そ

し
て

8
月

1
7

日
、

初
め

て

の
お

見
合

い
か

ら
約

4
か

月
、

つ
い

に
ト

ニ
ー

が
新

し
い

飼
い

主
さ

ん
の

も
と

に
譲

渡
さ

れ
ま

し
た

！
 

 
現

在
、

セ
ン

タ
ー

に
収

容
さ

れ
て

い
る

犬
は

、
緊

張
し

や
す

い
性

格
や

吠
え

癖
の

た
め

、
一

般
の

ご
家

庭
で

飼
う

こ
と

が
難

し
い

子
が

多
く

、
す

ぐ
に

は
飼

い
主

さ
ん

が
決

ま
り

づ
ら

い
の

が
現

状
で

す
。

し
か

し
日

々
セ

ン
タ

ー
の

動
物

た
ち

の
こ

と
を

気
に

か
け

て
く

だ
さ

る
方

々
、

動
物

た
ち

の
性

質
を

理
解

し
、

温
か

く
見

守
っ

て
く

だ
さ

る
希

望
者

様
の

お
か

げ
で

、
少

し
ず

つ
譲

渡
に

向
け

て
前

進
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

犬
た

ち
も

新
し

い
飼

い
主

さ
ん

と
一

緒
に

生
活

す
る

た
め

に
、

自
分

た
ち

の
ペ

ー
ス

で
頑

張
っ

て
い

ま
す

。
 

 
こ

れ
か

ら
も

ど
う

ぞ
応

援
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

 

 
 

温
か

く
見

守
っ

て
く

だ
さ

る
飼

い
主

さ
ん

募
集

中
! 

シ
ロ

 

ラ
ル

フ
 

信
忠

の
ぶ

た
だ

 
ご

ん
た

 

飼
い

主
さ

ん
と

お
で

か
け

を
楽

し
む

ト
ニ

ー
 

※
譲
渡
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
 
 

         

 
わ

ん
わ

ん
レ

ポ
ー

ト
は

、
今

回
で

4
0

0
号

を
迎

え
ま

し
た

。
わ

ん
わ

ん
レ

ポ
ー

ト
の

歴
史

は
と

て
も

長
く

、
旧

セ
ン

タ
ー

が
「

飼
い

犬
管

理
セ

ン
タ

ー
」

と
し

て
開

設
さ

れ
た

時
代

、
昭

和
5

0
年

か
ら

続
い

て
い

ま
す

。
当

時
は

、
す

べ
て

手
書

き
で

作
成

し
て

い
ま

し
た

。
わ

ん
わ

ん
レ

ポ
ー

ト
の

バ
ッ

ク
ナ

ン
バ

ー
で

は
、

さ
ま

ざ
な

時
代

の
動

物
愛

護
に

つ

い
て

知
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 

 
発

行
を

ス
タ

ー
ト

し
た

こ
ろ

か
ら

本
紙

で
は

動
物

の
終

生
飼

養
に

つ
い

て
訴

え
て

い
ま

す
が

、
当

時
の

状
況

は
現

在

よ
り

も
か

な
り

ひ
ど

く
、

多
く

の
動

物
た

ち
が

捨
て

ら
れ

て
、

野
良

化
し

て
い

る
状

況
だ

っ
た

よ
う

で
す

。
文

面
に

は
、

無
責

任
な

飼
い

主
に

対
し

て
こ

み
上

げ
る

職
員

の
激

し
い

怒
り

が
現

れ
て

い
ま

す
。

 

 
ま

た
、

長
い

歴
史

の
中

で
は

、
飼

い
主

と
ペ

ッ
ト

の
関

係
性

だ
け

で
は

な
く

、
セ

ン
タ

ー
と

動
物

た
ち

と
の

関
わ

り

方
も

変
化

し
ま

し
た

。
そ

の
１

つ
が

「
ふ

れ
あ

い
犬

」
の

廃
止

で
す

。
以

前
は

、
動

物
愛

護
教

室
の

た
び

に
「

ふ
れ

あ

い
犬

」
を

学
校

に
連

れ
て

行
っ

て
い

ま
し

た
が

、
動

物
た

ち
の

ス
ト

レ
ス

を
考

え
、

現
在

で
は

、
生

体
を

使
っ

た
動

物

介
在

教
育

と
い

う
も

の
は

行
っ

て
い

ま
せ

ん
。

代
わ

り
に

、
「

い
の

ち
・

Ｍ
Ｉ

Ｒ
Ａ

Ｉ
教

室
」

と
し

て
、

収
容

動
物

の

写
真

を
使

用
し

て
動

物
の

気
持

ち
に

つ
い

て
考

え
た

り
、

実
体

験
に

ま
つ

わ
る

紙
芝

居
を

し
た

り
、

張
り

子
の

動
物

を

使
っ

た
り

し
て

、
い

の
ち

に
つ

い
て

考
え

る
教

育
を

行
っ

て
い

ま
す

。
 

 
法

律
の

改
正

や
世

の
中

の
動

物
愛

護
の

気
風

が
高

ま
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
動

物
を

取
り

巻
く

環
境

は
少

し
ず

つ
改

善

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

ま
だ

ま
だ

解
決

さ
れ

な
い

問
題

も
多

く
あ

り
ま

す
。

現
状

に
満

足
す

る
こ

と
な

く
、

一
人

一
人

が

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
で

、
動

物
た

ち
の

た
め

に
で

き
る

こ
と

を
行

い
、

よ
り

よ
い

ま
ち

を
つ

く
り

ま
し

ょ
う

。
 

 
 

 
 

動
物

慰
霊

祭
の

ご
報

告
 

  
９

月
２

１
日

（
火

）
、

動
物

愛
護

セ
ン

タ
ー

内
の

N
IT

T
O

K
U

適
正

飼
育

啓
発

室
に

お
い

て
、

動
物

慰
霊

祭
を

執
り

行
い

ま
し

た
。

今
年

も
昨

年
と

同
様

に
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス

感
染

症
対

策
の

た
め

動
物

愛
護

セ
ン

タ
ー

関
係

職
員

の
み

で
式

典
を

執
り

行
い

ま
し

た
。

 

 
令

和
２

年
度

に
、

動
物

愛
護

セ
ン

タ
ー

及
び

川
崎

市
健

康
安

全
研

究
所

で
命

を
終

え
る

こ

と
と

な
っ

た
動

物
種

及
び

そ
の

数
の

報
告

を
行

い
、

所
長

か
ら

式
辞

が
読

み
上

げ
ら

れ
、

参

列
者

代
表

に
よ

る
献

花
が

行
わ

れ
た

後
、

全
員

で
黙

と
う

を
捧

げ
、

し
め

や
か

に
式

典
を

終

え
ま

し
た

。
 

 
亡

く
な

っ
た

動
物

た
ち

へ
の

思
い

を
決

し
て

忘
れ

る
こ

と
な

く
、

今
後

も
動

物
た

ち
の

 

た
め

に
日

々
の

業
務

を
誠

心
誠

意
行

っ
て

ま
い

り
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

  

新
型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
関

連
情
報

 

ペ
ッ

ト
を

飼
っ

て
い

る
方

、
 

ペ
ッ

ト
関

連
事

業
者

の
方

へ
 

環
境

省
の

ペ
ー

ジ
に

リ
ン

ク
 

預
か

り
支

援
団

体
な

ど
の

 

連
絡

先
に

つ
い

て
 

環
境

省
の

ペ
ー

ジ
に

リ
ン

ク
 

動
物

を
飼

養
す

る
方

向
け

 

Ｑ
＆

Ａ
 

厚
生

労
働

省
の

ペ
ー

ジ
に

リ
ン

ク
 

～
わ

ん
レ

ポ
で

振
り

返
る

川
崎

市
の

動
物

愛
護

の
歩

み
～
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わ
ん

わ
ん

レ
ポ

ー
ト

 
令

和
３

年
１

２
・

１
月

号
 

N
o
.４

０
１

 

 

C
o
py
r
ig
h
t 
(C
)
 
20
10
 
M
ar
i
 T
o
ri
g
oe
. 

川
崎

市
動

物
愛

護
セ

ン
タ

ー
 

A
N
I
M
A
M
AL

L
ア

ニ
マ

モ
ー

ル

 
か

わ
さ

き
 

川
崎

市
中

原
区

上
平

間
１

７
０

０
番

地
８

 

電
話

 
０

４
４

－
５

８
９

－
７

１
３

７
 

 
 

 
か

わ
さ

き
犬

・
猫

愛
護

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

は
、

２
年

ご
と

に
登

録
を

行
っ

て
い

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
で

す
。

 

令
和

３
年

１
１

月
か

ら
、

第
1

1
期

か
ら

継
続

さ
れ

た
６

８
名

に
、

新
た

に
９

９
名

の
方

が
加

わ
り

、
総

勢
１

６
７

名
で

第
１

２
期

か
わ

さ
き

犬
・

猫
愛

護
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
動

を
開

始
し

ま
し

た
。

多
く

の
皆

さ
ま

に
ご

登
録

い
た

だ
き

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
 

 
第

１
１

期
に

引
き

続
き

、
第

１
２

期
の

活
動

期
間

に
お

い
て

も
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ

り
、

セ
ン

タ
ー

で
の

研
修

や
会

議
の

開
催

に
つ

い
て

は
見

通
し

が
立

た
な

い
状

況
で

す
。

ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

皆
さ

ま
に

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
で

、
犬

・
猫

等
の

適
正

飼
養

に
関

す
る

普

及
啓

発
や

、
災

害
時

に
お

け
る

、
川

崎
市

が
行

う
犬

・
猫

等
の

動
物

の
避

難
、

保
護

に
係

る

協
力

等
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
  

  
ち

ょ
っ
と

ワ
ケ

あ
り

さ
ん

の
 

 
甘

え
ん

坊
で

、
抱

っ
こ

す
る

と
ゴ

ロ
ゴ

ロ
と

喉
を

鳴
ら

し
な

が
ら

人
の

手
や

首
筋

を
な

め
ま

す
。

 

 
寂

し
が

り
屋

な
の

で
、

ケ
ー

ジ
の

中
に

戻
さ

れ
そ

う
に

な
る

と
、

慌
て

て
し

が
み

つ
い

ち
ゃ

い
ま

す
。

 
 ※

後
肢

マ
ヒ

の
状

態
で

収
容

さ
れ

、
は

じ
め

は
後

肢
を

引
き

ず
っ

て
い

ま
し

た
。

 

 
治

療
や

リ
ハ

ビ
リ

に
よ

り
あ

る
程

度
改

善
し

ま
し

た
が

、
ふ

ら
つ

き
や

失
禁

な
ど

の
後

遺
症

が
 

 
あ

り
ま

す
。

歩
く

と
多

少
ふ

ら
つ

き
が

あ
り

、
上

下
運

動
が

難
し

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
 

 
歩

い
た

り
走

っ
た

り
は

で
き

ま
す

。
 

 
僕

の
こ

と
を

理
解

し
て

、
た

く
さ

ん
愛

情
を

注
い

で
く

れ
る

飼
い

主
さ

ん
を

募
集

中
！

 
こ

っ
ぺ

よ
り

 

 
お

か
げ

さ
ま

で
、

子
猫

た
ち

の
譲

渡
が

進
み

、
多

く
の

子
が

温
か

い
お

う
ち

で
お

正
月

を
迎

え
る

こ
と

が
で

き
 

そ
う

で
す

。
一

方
で

、
高

齢
の

猫
や

健
康

上
の

配
慮

が
必

要
な

子
猫

（
足

が
不

自
由

、
お

ト
イ

レ
が

う
ま

く
で

き
 

な
い

な
ど

）
は

、
な

か
な

か
飼

い
主

さ
ん

と
の

ご
縁

が
あ

り
ま

せ
ん

。
 

 
高

齢
の

猫
や

健
康

上
の

配
慮

が
必

要
な

猫
を

家
族

と
し

て
お

迎
え

す
る

の
は

、
覚

悟
が

必
要

な
こ

と
で

す
が

、
 

ど
う

か
、

こ
の

子
た

ち
も

ど
こ

か
の

誰
か

に
と

っ
て

の
「

か
け

が
え

の
な

い
1

頭
」

に
な

れ
ま

す
よ

う
に

！
 

 
彼

ら
の

性
質

を
理

解
し

、
温

か
く

見
守

っ
て

く
だ

さ
る

飼
い

主
さ

ん
を

募
集

し
て

い
ま

す
。

 

1
1

月
初

旬
、

川
崎

市
内

や
東

京
都

内
で

野
生

の
サ

ル
が

目
撃

さ
れ

、
大

騒
ぎ

に
な

り
ま

し
た

。
 

冬
に

な
る

と
、

野
生

の
サ

ル
が

山
か

ら
人

里
に

お
り

て
く

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
 

サ
ル

を
見

か
け

た
と

き
は

、
目

を
見

つ
め

る
と

、
威

嚇
や

攻
撃

を
し

て
く

る
こ

と
が

あ
る

の
で

、
無

視
し

て
立

ち
去

り
 

ま
し

ょ
う

。
大

き
な

音
や

声
を

出
し

た
り

せ
ず

、
そ

っ
と

し
て

お
く

こ
と

が
大

切
で

す
。

 

ま
た

、
家

に
侵

入
さ

れ
な

い
よ

う
に

、
窓

の
開

け
っ

放
し

に
注

意
し

ま
し

ょ
う

。
 

目
撃

し
た

場
合

は
、

警
察

や
区

役
所

衛
生

課
、

動
物

愛
護

セ
ン

タ
ー

ま
で

情
報

提
供

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

（
区

役
所

の
連

絡
先

は
裏

面
に

あ
り

ま
す

。
）

 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

関
連

情
報

 

ペ
ッ

ト
を

飼
っ

て
い

る
方

、
 

ペ
ッ

ト
関

連
事

業
者

の
方

へ
 

環
境

省
の

ペ
ー

ジ
に

リ
ン

ク
 

預
か

り
支

援
団

体
な

ど
の

 

連
絡

先
に

つ
い

て
 

環
境

省
の

ペ
ー

ジ
に

リ
ン

ク
 

動
物

を
飼

養
す

る
方

向
け

 

Ｑ
＆

Ａ
 

厚
生

労
働

省
の

ペ
ー

ジ
に

リ
ン

ク
 

 

 
 

 

猫
の

適
正

飼
養

を
推

進
す

る
た

め
に

、
川

崎
市

で
は

、
猫

の
不

妊
去

勢
手

術
費

用
の

一
部

補
助

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
 

申
請

期
間

を
2

期
に

分
け

て
実

施
し

て
お

り
、

第
2

期
は

令
和

４
年

1
月

4
日

（
火

）
か

ら
先

着
順

に
受

付
を

開
始

し
ま

す
。

 
 

補
助

の
対

象
は

、
令

和
３

年
4

月
1

日
（

木
）

～
令

和
４

年
3

月
３

１
日

（
木

）
に

協
力

動
物

病
院

指
定

獣
医

師
の

も
と

で
実

施
し

た
手

術
で

す
。

申
請

に
関

す
る

お
問

合
せ

は
、

お
住

ま
い

の
区

の
区

役
所

衛
生

課
ま

で
お

願
い

し
ま

す
。

 

な
お

、
今

年
度

は
第

1
期

で
既

に
多

く
の

申
請

を
い

た
だ

い
て

い
る

た
め

、
受

付
終

了
が

早
い

こ
と

が
見

込
ま

れ
ま

す
。

申
請

予
定

の
方

は
、

お
早

め
に

御
申

請
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

猫
の

不
妊

及
び

去
勢

手
術

補
助

の
申

請
に

つ
い

て
の

御
案

内
 

◇
 

◇
 

 ◇
 

◇
 

 ◇
 

 申
請

期
間

 

対
象

 

 手
術

時
期

 

補
助

額
 

令
和

４
年

1
月

4
日

（
火

）
～

令
和

４
年

3
月

3
1

日
（

木
）

 

・
市

内
に

お
い

て
飼

養
管

理
さ

れ
て

い
る

猫
の

飼
い

主
の

方
 

・
市

内
に

お
い

て
所

有
者

の
判

明
し

な
い

猫
を

責
任

を
も

っ
て

世
話

を
し

て
い

る
方

 

令
和

３
年

4
月

1
日

（
木

）
～

令
和

４
年

3
月

3
1

日
（

木
）

 

メ
ス

1
頭

 
3

,0
0

0
円

 
オ

ス
1

頭
 

2
,0

0
0

円
 

 

 

※
 

1
世

帯
3

頭
ま

で
。

補
助

金
交

付
予

定
額

が
予

算
額

に
達

し
た

時
点

で
締

め
切

り
ま

す
。

 

申
請

及
び

問
合

せ
先

 
各

区
役

所
地

域
み

ま
も

り
支

援
セ

ン
タ

ー
衛

生
課

  

川
崎

区
役

所
衛

生
課

 

幸
区

役
所

衛
生

課
 

中
原

区
役

所
衛

生
課

 

高
津

区
役

所
衛

生
課

 

宮
前

区
役

所
衛

生
課

 

多
摩

区
役

所
衛

生
課

 

麻
生

区
役

所
衛

生
課

 

２
０

１
－

３
２

２
２

 

５
５

６
－

６
６

８
１

 

７
４

４
－

３
２

７
１

 

８
６

１
－

３
３

２
２

 

８
５

６
－

３
２

７
０

 

９
３

５
－

３
３

０
６

 

９
６

５
－

５
１

６
４

 
↑

申
請

書
類

は
、

こ
ち

ら
か

ら
も

 

 
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
で

き
ま

す
。

 

～
野
良

猫
の
不

妊
去

勢
手
術

の
実
施

は
、
春

が
来
る

前
に
！

～
 

猫
は

季
節

性
多

発
情

動
物

で
、

光
の

周
期

（
日

の
長

さ
）

に
よ

っ
て

、
発

情
周

期
が

支
配

さ
れ

て
 

い
ま

す
。

日
本

な
ど

の
北

半
球

で
は

2
月

（
早

い
と

1
月

）
か

ら
9

月
に

か
け

て
、

発
情

が
続

き
ま

す
。

 

猫
の

妊
娠

期
間

は
、

約
2

か
月

な
の

で
、

出
産

は
4

月
か

ら
1

1
月

に
か

け
て

み
ら

れ
ま

す
。

 

 
不

妊
去

勢
手

術
は

、
1

年
を

通
し

て
行

う
こ

と
が

で
き

ま
す

が
、

繁
殖

シ
ー

ズ
ン

に
さ

し
か

か
る

と
、

 

妊
娠

中
の

猫
の

手
術

を
行

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。
 

 
妊

娠
猫

の
中

絶
手

術
は

、
猫

の
体

に
負

担
が

か
か

る
だ

け
で

な
く

、
地

域
猫

活
動

を
す

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
さ

ん
や

手
術

を
行

う
獣

医
師

に
と

っ
て

も
精

神
的

な
シ

ョ
ッ

ク
が

大
き

い
で

す
。

 

 
不

妊
去

勢
手

術
を

実
施

す
る

場
合

は
、

で
き

る
限

り
、

冬
の

う
ち

に
行

い
ま

し
ょ

う
。
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わ
ん

わ
ん

レ
ポ

ー
ト

 
令

和
４

年
２

・
３

月
号

 
N

o
.４

０
２

 

 

C
op
y
r
ig
h
t 
(
C)
 
20
10
 
M
ar
i 
T
o
ri
g
oe
. 

川
崎

市
動

物
愛

護
セ

ン
タ

ー
 

A
N
I
M
A
M
AL

L
ア

ニ
マ

モ
ー

ル

 
か

わ
さ

き
 

川
崎

市
中

原
区

上
平

間
１

７
０

０
番

地
８

 

電
話

 
０

４
４

－
５

８
９

－
７

１
３

７
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
昨

年
末

、
成

猫
の

収
容

（
外

で
負

傷
し

て
い

た
野

良
猫

・
飼

い
主

さ
ん

か
ら

の
引

取
り

）
が

相
次

ぎ
、

例
年

と
比

較
し

て
、

多
く

の
数

の
成

猫
た

ち
が

セ
ン

タ
ー

に
い

ま
す

。
子

猫
の

譲
渡

シ
ー

ズ
ン

（
6

月
～

1
2

月
）

に
は

、
や

や
影

が
薄

く

な
っ

て
し

ま
う

お
と

な
猫

た
ち

で
す

が
、

年
齢

と
と

も
に

遊
び

の
欲

求
が

落
ち

着
き

、
得

意
な

こ
と

、
苦

手
な

こ
と

が
わ

か
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

「
こ

の
子

を
迎

え
た

ら
、

こ
ん

な
ふ

う
な

生
活

に
な

り
そ

う
だ

な
～

」
と

イ
メ

ー
ジ

が
湧

き
や

す

い
の

が
、

彼
ら

の
一

番
の

魅
力

で
す

。
 

 
そ

れ
ぞ

れ
の

性
質

を
理

解
し

て
、

気
持

ち
に

優
し

く
寄

り
添

っ
て

く
だ

さ
る

飼
い

主
さ

ん
を

お
待

ち
し

て
い

ま
す

！
 

 ※
譲

渡
相

談
・

猫
と

の
お

見
合

い
は

完
全

予
約

制
で

す
。

ま
た

、
譲

渡
に

は
条

件
が

あ
り

ま
す

。
 

 
当

セ
ン

タ
ー

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
御

確
認

の
上

、
ま

ず
は

お
電

話
に

て
お

問
合

せ
く

だ
さ

い
。

 

（
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
ア

ク
セ

ス
は

右
上

の
Ｑ

Ｒ
コ

ー
ド

か
ら

！
）

 

お
と

な
猫

の
飼

い
主

さ
ん

募
集

し
て

い
ま

す
！

！
 

 
 

 
 

 
 

 
 

セ
ン

タ
ー

公
式

T
w

it
te

r
ア

カ
ウ

ン
ト

開
設

１
周

年
＆

フ
ォ

ロ
ワ

ー
2
0
0
0
人

突
破

！
 

昨
年

1
月

に
開

設
し

た
セ

ン
タ

ー
公

式
T

w
it
te

rア
カ

ウ
ン

ト
（

@
k
a
w

a
s
a
k
i_

c
a
td

o
g
）

が
 

開
設

1
周

年
を

迎
え

、
フ

ォ
ロ

ワ
ー

数
も

2
0

0
0

人
を

突
破

し
ま

し
た

！
 

T
w

it
te

rで
は

、
譲

渡
対

象
動

物
の

魅
力

を
お

伝
え

し
た

り
、

適
正

飼
養

に
関

す
る

普
及

啓
発

を

行
っ

た
り

し
て

い
ま

す
。

今
後

も
、

動
物

た
ち

の
情

報
を

た
く

さ
ん

つ
ぶ

や
い

て
ま

い
り

ま
す

の

で
、

ま
だ

フ
ォ

ロ
ー

が
お

済
み

で
な

い
方

は
、

ぜ
ひ

右
の

Q
R

コ
ー

ド
か

ら
チ

ェ
ッ

ク
し

て
み

て

く
だ

さ
い

！
ま

た
、

い
い

ね
！

や
リ

ツ
イ

ー
ト

、
コ

メ
ン

ト
で

の
応

援
も

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

子
猫

の
保

護
に

悩
ん

だ
ら

触
る

前
に

ご
相

談
を

！
 

 
 

猫
は

、
1

回
の

出
産

で
４

～
６

匹
の

子
猫

を
産

み
ま

す
。

母
猫

は
、

子
猫

が
生

後
２

～
３

日
を

す
ぎ

る
と

、
す

み
か

の
引

っ
越

し
を

行
う

習
性

が
あ

り
ま

す
。

こ
れ

は
、

外
敵

に
気

づ
か

れ
や

す
い

汚
れ

た
す

み
か

か
ら

安
全

な

場
所

に
移

動
す

る
た

め
で

す
。

 

 
引

っ
越

し
の

と
き

、
母

猫
は

、
子

猫
を

1
匹

ず
つ

く
わ

え
て

運
ぶ

の
で

、
他

の
子

猫
か

ら
一

時
的

に
離

れ
る

こ

と
が

あ
り

ま
す

。
こ

の
と

き
人

間
が

子
猫

を
保

護
す

る
と

、
母

猫
か

ら
引

き
離

す
こ

と
に

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
 

 
離

乳
す

る
前

の
子

猫
の

お
世

話
は

大
変

難
し

く
、

安
易

に
母

猫
と

子
猫

を
引

き
離

す
と

、
子

猫
の

命
を

危
険

に

さ
ら

す
可

能
性

も
あ

り
ま

す
。

母
猫

が
戻

っ
て

き
て

も
、

子
猫

に
人

間
の

に
お

い
が

つ
い

て
い

る
と

子
育

て
を

や

め
て

し
ま

う
場

合
も

あ
り

ま
す

。
本

当
に

保
護

が
必

要
な

場
合

と
、

母
猫

が
帰

っ
て

く
る

可
能

性
が

あ
る

場
合

の

見
極

め
が

重
要

で
す

。
 

 
保

護
す

べ
き

か
迷

っ
た

ら
、

子
猫

に
触

れ
る

前
に

動
物

愛
護

セ
ン

タ
ー

か
発

見
場

所
の

区
の

区
役

所
衛

生
課

に

ご
相

談
く

だ
さ

い
。

 

子
猫

が
外

で
寒

そ
う
に
し
て
い
る
場

合

は
、
お
う
ち
の
中

に
い
れ

て
あ
げ
る
前

に
、
す
ぐ
に
動

物
愛

護
セ
ン
タ
ー
や
区

役
所

の
衛

生
課

に
相

談
し
て
く
だ
さ
い

  

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
関

連
情

報
 

ペ
ッ

ト
を

飼
っ

て
い

る
方

、
 

ペ
ッ

ト
関

連
事

業
者

の
方

へ
 

環
境

省
の

ペ
ー

ジ
に

リ
ン

ク
 

預
か

り
支

援
団

体
な

ど
の

 

連
絡

先
に

つ
い

て
 

環
境

省
の

ペ
ー

ジ
に

リ
ン

ク
 

動
物

を
飼

養
す

る
方

向
け

 

Ｑ
＆

Ａ
 

厚
生

労
働

省
の

ペ
ー

ジ
に

リ
ン

ク
 

   
 

 
 

 

 

平
間

小
学

校
で

S
D

G
ｓ

フ
ェ

ス
に

参
加

し
ま

し
た

！
 

５
８

９
－

７
１

３
７

 

２
０

１
－

３
２

２
２

 

５
５

６
－

６
６

８
１

 

７
４

４
－

３
２

７
１

 

８
６

１
－

３
３

２
２

 

８
５

６
－

３
２

７
０

 

９
３

５
－

３
３

０
６

 

９
６

５
－

５
１

６
４

 

動
物

愛
護

セ
ン

タ
ー

 

川
崎

区
役

所
衛

生
課

 

幸
区

役
所

衛
生

課
 

中
原

区
役

所
衛

生
課

 

高
津

区
役

所
衛

生
課

 

宮
前

区
役

所
衛

生
課

 

多
摩

区
役

所
衛

生
課

 

麻
生

区
役

所
衛

生
課

 

 
１

月
２

２
日

、
市

立
平

間
小

学
校

主
催

の
平

間
S

D
G

ｓ
フ

ェ
ス

に
お

い
て

「
い

の
ち

・
Ｍ

Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｉ

教
室

」
の

 

出
前

授
業

を
実

施
し

ま
し

た
。

同
校

は
、

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

に
対

し
、

積
極

的
に

取
り

組
ま

れ
て

お
り

、
令

和
２

年
度

に

は
「

第
４

回
ジ

ャ
パ

ン
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
ア

ワ
ー

ド
特

別
賞

」
を

受
賞

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
セ

ン
タ

ー
が

学
校

の
近

所

に
あ

る
の

で
、

寄
り

道
の

場
と

し
て

児
童

が
遊

び
に

来
て

く
れ

る
こ

と
も

あ
り

、
日

頃
か

ら
動

物
た

ち
に

関
心

を

寄
せ

て
く

れ
て

い
ま

す
。

今
回

の
授

業
で

は
、

２
年

生
を

対
象

と
し

、
ク

イ
ズ

形
式

で
A

N
IM

A
M

A
L
L
か

わ
さ

き
の

獣
医

師
の

仕
事

や
動

物
の

ボ
デ

ィ
ー

ラ
ン

ゲ
ー

ジ
な

ど
を

学
び

ま
し

た
。

ま
た

、
仕

事
の

流
れ

を
と

お
し

て
、

動
物

の
気

持
ち

を
読

み
取

り
方

に
つ

い
て

や
職

員
の

や
り

が
い

な
ど

に
つ

い
て

お
話

し
ま

し
た

。
 

今
回

の
授

業
で

は
、

S
D

G
s
の

１
７

の
目

標
の

う
ち

、
特

に
 

⑧
働

き
が

い
も

経
済

成
長

も
（

職
員

の
や

り
が

い
に

つ
い

て
）

 

⑰
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
で

目
標

を
達

成
し

よ
う

（
協

力
）

 

に
ス

ポ
ッ

ト
を

あ
て

て
、

授
業

を
行

い
ま

し
た

。
 

S
D

G
s
（

S
u

s
ta

in
a
b
le

 D
e
v
e
lo

p
m

e
n

t 
G

o
a
ls

：
持

続
可

能
な

開
発

目

標
）

は
、

「
誰

一
人

取
り

残
さ

な
い

（
le

a
v
e
 n

o
 o

n
e
 b

e
h

in
d

）
」

持
続

可
能

で
よ

り
よ

い
社

会
の

実
現

を
目

指
す

世
界

共
通

の
目

標
で

す
。

2
0

1
5

年
の

国
連

サ
ミ

ッ
ト

に
お

い
て

全
て

の
加

盟
国

が
合

意
し

た
「

持
続

可
能

な

開
発

の
た

め
の

2
0

3
0

ア
ジ

ェ
ン

ダ
」

の
中

で
掲

げ
ら

れ
ま

し
た

。
2

0
3

0

年
を

達
成

年
限

と
し

、
1

7
の

ゴ
ー

ル
と

1
6

9
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
か

ら
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。
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〒２１１－００１３ 

川崎市中原区上平間１７００番地８ 

 

 JR 南武線 平間駅から徒歩７分 

 JR 南武線 鹿島田駅から徒歩１１分 

 

川崎市バス 平間小学校前バス停から徒歩４分 

東急バス 鹿島田バス停から徒歩６分 

  

 

 

 

 

 

    

  

 

案 内 図 
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